
事業所名

作成日　　　

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点，課題

目標達成に向けた
具体的な取り組み内容

1 36
認知症の理解不足・
利用者との接遇

認知症についての勉強会を
開催し、グループワークを
行い意見交換を行う。平成
27年度の認知症介護実践者
研修を受講します。

2
20
49

日々のレクリエー
ションの活性化

レクリエーションの目標・
計画をしっかり立案し、利用
者と一緒に楽しめる内容を実
施していく。また、職員がレ
クリエーションの研修会へ参
加を促しています。

3
16
19

家族とのコミュニ
ケーション不足

必要時のみしか家族とのコ
ミュニケーションが取れて
いないので行事を通して、
信頼関係を気付いていく。

4
2
4

地域交流を深める

運営推進会議で地域の活
動状況を確認し、地域行
事への参加やホームへの
慰問を依頼する。

注１）項目番号欄には，自己評価項目の番号を記入すること。

家族会(食事会・認知症勉強
会を開催する)

目　　　　標

職員一人ひとりが認知症の理
解を深め、その状態や生活歴
に会った対応をしていく

グループホーム南の太陽

平成　27年　8月　20日

目標達成に
要する期間

　　半　年

２．目  標  達  成  計  画

注２）項目数が足りない場合は，行を追加すること。

地域行事への参加やボラン
ティアの方々の慰問を増やす

　　1　年

午前・午後の
レクリエーションの充実

　　半　年

　　半　年


